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わが国幹線鉄道網の再構築に向けた
基本政策の影響に関する分析　
- ポスト全国新幹線鉄道整備法に向けて -



● 国土計画における幹線鉄道計画の位置づけ
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全国新幹線
鉄道整備法(‘70)

三全総(‘77)

オイルショック(‘73)
1970

‘80

‘90

2000

‘10

新全総(‘69)

四全総(‘87)

21世紀の
国土のグランド
デザイン (‘97)

大規模 プロ
ジェクト構想

?

定住圏構想

多極分散型国土

地域連携軸の展開
環境への負荷の
少ない交通体系
等の形成

全国一日交通圏



対　象：新幹線の新規整備
 ☞　遅いながらも、進展する
    ☟
  ・国費の支出が律速段階

(平成18年度：787億円)
  ・基本計画路線はどうする？

● 全国新幹線鉄道整備法の課題
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対象外：既存の幹線鉄道の改良
 ☞　ほとんど国費支出がない

(平成18年度：国費3.6億円)
    ☟
   国費は当てにできない



 

★ スイスの都市間鉄道政策Rail2000
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★ Rail 2000プロジェクト
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■どこでも便利に乗り継ぐための幾何的条件

閉ループを形成しないネットワークの場合
周期だけあわせる（集合時刻を決める）

!"#$%&'()*+,'(-./#$01%2

3456789:;+<=>?@"ABCD%E+F

D/GHI0J89:KLMN6OP0Q$RST

U%V7W5T67GHO%E",X0689:K

LMNVYZ0[1\]JUD^789:_+EV

`a0bMNKcCD%\]JU)789:KLM

N6OP0d(%2

3efghijk+lm67F+MNn"o10J

Q$pqrgst/uvO%w@"U%2xV7y

z+,'"{|m(KLMN/}O~������+�V

Q$TJ78%E",X0GE�V��ad(%w

@67efghijk+��"�O%w@"()7

��(�t��@6��(12

!"#$%&'()*+,%-&*)./012

3�y,)7e�tfj��g����+cZ+�

�RSTU%��+��pq��+89:"�I07 

+w@V��%2

①389:;@89:_+ABN¡/¢£�%w@
②3¤¥¦"89:_+§¨M©/ª«C(1w@

3456789:;<+=>?@ABC.12

!D#&(&>?@ABCEF

34¬T6J��m(��+��pq/8)9®

¯gt"�10>°IcV7-±+pq²³´µg

¶6·¸"¹)º»T1%2¼½¾¿À"o107e

�tfj��g���t��/ÁÂCÃ%ÄÅ+Æ�@I

067tjt+~Ç�È!ÉÊÊÊT±ËCD01%ÄÅTU)7

ÌÍÎN/ÆÏMNÐÑÊ>ÒÓÊ>+ÔÕÖ×TØÙ@@

J"7ÚMQ$efgh+AB/B'J+TU%2wD6

Æ�+ÛT6U%V7ÆÜm(Û"�106ÝÞT(12

!G#H%+IJKLM8N9:;<+=.OP

3e�tfj��g���t��/ß¹I,'@I01%

��pq²³´µg¶V7àá+,'"7âÆ+8)ã�

ÌÍIäåc(1²³´µg¶+\]67æçC�¢£�

0oè^7éêh¶+ë¦MN"�O%ìí6îa(12

ï�^7ðñò+1óDä/§¨I0ô/õöI7ðñò

+1óDä"÷ä'\]7ôø+ùúM©C�ûZD^7

ðñò+§¨M©U%16ùúM©6ðôñòô+éêh

¶+ë¦MNxè/H10ûZ%w@VT�%2

!"#H%+IJKLQA9:;<+=.OP

Re�tfj��g���t��V±-IcüýT67O

P0+þÍTÿÒä"89:!"TU%2JI7à#+,

'($$c�g%/å�²³´µg¶+\]69:+,'

(�&VÁ'O%2

3ï�^7��pq+ABN¡/(@I7U%þÍ)/M
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閉ループのあるネットワークの場合
１周しても乗継げるようにする

つまり、１周の時間は周期の整数倍

!"#$%&'()*+,'(-./#$01%2

3456789:;+<=>?@"ABCD%E+F

D/GHI0J89:KLMN6OP0Q$RST

U%V7W5T67GHO%E",X0689:K

LMNVYZ0[1\]JUD^789:_+EV

`a0bMNKcCD%\]JU)789:KLM

N6OP0d(%2

3efghijk+lm67F+MNn"o10J

Q$pqrgst/uvO%w@"U%2xV7y

z+,'"{|m(KLMN/}O~������+�V

Q$TJ78%E",X0GE�V��ad(%w

@67efghijk+��"�O%w@"()7

��(�t��@6��(12

!"#$%&'()*+,%-&*)./012

3�y,)7e�tfj��g����+cZ+�

�RSTU%��+��pq��+89:"�I07 

+w@V��%2

①389:;@89:_+ABN¡/¢£�%w@
②3¤¥¦"89:_+§¨M©/ª«C(1w@

3456789:;<+=>?@ABC.12

!D#&(&>?@ABCEF

34¬T6J��m(��+��pq/8)9®

¯gt"�10>°IcV7-±+pq²³´µg

¶6·¸"¹)º»T1%2¼½¾¿À"o107e

�tfj��g���t��/ÁÂCÃ%ÄÅ+Æ�@I

067tjt+~Ç�È!ÉÊÊÊT±ËCD01%ÄÅTU)7

ÌÍÎN/ÆÏMNÐÑÊ>ÒÓÊ>+ÔÕÖ×TØÙ@@

J"7ÚMQ$efgh+AB/B'J+TU%2wD6

Æ�+ÛT6U%V7ÆÜm(Û"�106ÝÞT(12

!G#H%+IJKLM8N9:;<+=.OP

3e�tfj��g���t��/ß¹I,'@I01%

��pq²³´µg¶V7àá+,'"7âÆ+8)ã�

ÌÍIäåc(1²³´µg¶+\]67æçC�¢£�

0oè^7éêh¶+ë¦MN"�O%ìí6îa(12

ï�^7ðñò+1óDä/§¨I0ô/õöI7ðñò

+1óDä"÷ä'\]7ôø+ùúM©C�ûZD^7

ðñò+§¨M©U%16ùúM©6ðôñòô+éêh

¶+ë¦MNxè/H10ûZ%w@VT�%2

!"#H%+IJKLQA9:;<+=.OP

Re�tfj��g���t��V±-IcüýT67O

P0+þÍTÿÒä"89:!"TU%2JI7à#+,

'($$c�g%/å�²³´µg¶+\]69:+,'

(�&VÁ'O%2

3ï�^7��pq+ABN¡/(@I7U%þÍ)/M
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■どこでも便利に乗り継ぐための幾何的条件
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X Y事実上の閉ループ

往復しても乗継げるようにする
つまり、往復の時間は周期の整数倍

■どこでも便利に乗り継ぐための幾何的条件



 

実際に乗り継ぎを考慮して
具体的に計算してみよう

• どの区間をどれだけ短縮するのか？

• 出発時刻をどのように設定するのか？

• 改良費用は無限ではない

• 案の優劣の判断基準は？
理論は比較的明快

↑↓
実際は考慮事項多い
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単線・非電化区間
単線・ 電化 区間
複線・非電化区間
複線・ 電化 区間
九州・山陽新幹線

鹿児島
中央

延岡

日南

宮崎

都城

小林

人吉

新八代

川内

枕崎

たびら平戸口
佐世保

長崎

熊本

日田

大分

佐伯

博多

飯塚

佐賀

久留米

唐津

伊万里

小倉

中津

Ｎ

県庁所在都市

生活圏中心都市

主要乗り継ぎ駅

 

分析対象都市(駅名)
鉄道ネットワーク　

　乗り継ぎ

新幹線相互：５分
在来線相互：５分
新幹線と
　　在来線：７分

10
スイスと同程度の面積



方　法

• 改良の総費用を設定する

• 改良･建設選択肢の組合せ

• 出発時刻を5分刻みで調整

• 総所要時間 を最小化

• (旅客純流動量×期待所要時間)

• ナップサック問題

• 遺伝的アルゴリズム
11
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キロあたり路線改良単価設定

新幹線
改良

在来線
改良
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新線建設
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-15,000

-10,000

-5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
0

1
0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

5
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
5
,0
0
0

2
0
,0
0
0

2
5
,0
0
0

整備費用(億円)

費
用
ま
た
は
便
益
(億
円
)

整備費用
EVTT短縮による利用者便益
社会的便益

計算結果：費用制約と便益
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Ｎ

新幹線　（350km/h運転）
新線建設（260km/h運転）
新線建設（160km/h運転）
路線改良（160km/h運転）
路線改良（130km/h運転）
無改良

 

費用制約：2兆5,000億円の場合
九州幹線鉄道ネットワーク

15

整備費用：
24,984億円

時間短縮：
11,832億円

差引便益：
▲13,152億円

▲４

▲6
▲7▲6

▲7
▲3

▲3

▲7▲7

▲7
▲10▲8▲13

▲8

▲46▲42

▲18
▲15

▲42
▲51

▲6
▲19 ▲5

▲4 ▲16
▲4

▲4
▲22

▲3

▲12

▲20
▲24

▲18▲13
▲23

▲16

▲11

▲28▲28
▲25

▲12
▲18

▲38
▲81

▲32

▲28▲30

▲19

▲23

▲43

▲91

GAによる
計算結果



Ｎ

新幹線　（350km/h運転）
新線建設（260km/h運転）
新線建設（160km/h運転）
路線改良（160km/h運転）
路線改良（130km/h運転）
無改良

 

費用制約：1,500億円の場合
九州幹線鉄道ネットワーク

16

整備費用：
1,495億円

時間短縮：
5,603億円

差引便益：
+ 4,108億円

▲４

▲6
▲7▲6

▲3
▲16

▲37

▲18

▲32
▲41

▲4
▲4

▲6

▲4

▲7

▲2▲9

▲18▲8
▲18

▲11

▲6

▲31

▲13

▲28
▲71

▲27

▲18▲10

▲19

▲23

▲33

▲71 ▲7

▲3

▲7
▲9▲13

▲8

▲13

▲23
▲25

▲7

GAによる
計算結果



Ｎ

新幹線　（350km/h運転）
新幹線(300-320km/h運転)
新線建設（260km/h運転）
新線建設（160km/h運転）
路線改良（160km/h運転）
路線改良（130km/h運転）
無改良

 

費用制約：1,500億円の場合
新幹線の速度向上と建設だけ

17

整備費用：
1,488億円

時間短縮：
1,650億円

差引便益：
+ 150億円

GAによる
計算結果

▲４

▲6
▲5▲4

▲2
▲3 ▲23

途中経過



• 乗継ぎ利便性向上を考慮
• 小規模な投資で比較的大きな効果

• 新幹線の改良と新規建設だけ
• 乗継ぎ調整しても効果小 ? (引続き検証)

• 全国的な分析
• 計算に時間がかかりすぎ（課題）

まとめ
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わが国幹線鉄道網の再構築に向けた
基本政策の影響に関する分析　
- ポスト全国新幹線鉄道整備法に向けて -
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